　過去の過ちを繰り返し学習する　　　　大野哲夫
　アウシュヴィッツはどうしても行っておかなくてはならないところだと思うようになりました。「日本国憲法」は歴史の流れの中で世界的な国際関係の中で理解しなくては、存在の意味が十分理解できないのではないかと思うようになりました。
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　短い旅行ですが旅行の計画をつめようとしてもなかなか現地の事情が分からないというもどかしさがありました。ベルリンを精通している石川さんが居られますが、ポーランドの事情はよく分かりませんでした。
行ってみると、次の時代を担う若い人たちに｢アウシュヴィッツから学ぶ｣機会を広く準備しているのだということがよく分かりました。中学生、高校生の年頃の人たちが先生の引率であったり、親子であったり、特別なグループであったり、説明する人の話を熱心に聴いていました。どの建物もいっぱいでした。保存も積極的に行われているのでしょう、見やすく整備されています。
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3月の下旬というのに今年は特別の寒さだそうです。地面は雪におおわれ、寒さで雪は硬く凍っています。時に雪が舞っています。こんな季節だからまだすいているけれども季節がよくなると建物に入ることも出来なくなるのだそうです。収容された人たちが感じた寒さの一部を体感でき、建物の内部を見ることもできたという意味で今回の旅はまだ寒い時期だったことがよかったようです。
ポーランドは第二次大戦の前は約3000万人の人口のうち1000万人以上のユダヤ人が住んでいたそうです。そして西欧から見た東欧は，後進国と見られていてちょうど日本と中国や朝鮮のような関係であったそうです。クラクフでもワルシャワでもユダヤ人の居住地域とかシナゴークは保存されています。ドイツではアウシュヴィッツへ向かった貨物列車の発車した駅のホームと線路が保存されています。街中に戦闘や殺戮のあった場所が示されています。
[image: image3.jpg]



クラクフとワルシャワは街そのものが世界遺産であったり世界遺産のたくさんある豊かなゆったりとした美しい街です。参加者はみんな季節のよいときにもう一度来たいねと話していました。その街は爆撃で焼かれ再建されたものでした。
ナチスとの戦いに続いてスターリンの支配との闘い、民主化の闘いが続きます。ヨーロッパには自分の手で独立を勝ち取り、権利を勝ち取ろうとした抵抗運動の歴史があります。ナチスドイツが目の敵にしたのはユダヤ人ばかりではありません。最初に槍玉にあげられたのは共産主義者をはじめとする民主主義と市民の権利を守ろうとして抵抗運動に身を投じた人々でした。ほかにもジプシーや少数民族。そしてユダヤ人を一掃することを目的にしました。アウシュヴィッツもゲシュタポ機構の跡地も特別変わったところにあったわけではなく、アウシュヴィッツ収容所はなだらかな畑の続く丘陵の低い土地に広がっています。人間が恐怖の支配機構を作り上げた要素は複雑です。二度と過ちを繰り返さないためには、人間は過ちを繰り返すかもしれないという認識を持ち続け、過去から学び続けるほかに安全な道はないと思います。
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　ベルリンのガイドの松山さんはベルリンで展示デザインを専攻した。大学院の実習では、ザクセンハウゼンとラーベンスブリュックの強制収容所を見学し、歴史家と一緒にミュージアムの展示法を研究したそうだ。ユダヤ博物館やホロコースト記念碑の作り方の土台にはそうした方法論があったのかと納得。
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